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研究成果の概要（和文）： 

フェアトレード、有機農業の利用によって発展途上国の小農の生計向上（貧困削減）と環境保

全の両立をいかに達成し得るかを探究した。両認証をすでに取得している、または取得過程に

ある２事例、インドの綿花栽培地域の小農組合、及びフィリピンの元サトウキビ農園労働者か

ら構成される協同組合を取り上げ、一次データを収集した。２事例の考察を通じて、フェアト

レード、有機のダブル認証の意味、及び貧困削減と環境保全の両立を左右する具体的なコンテ

クストを解明したことが本研究の成果である。 

 
研究成果の概要（英文）： 

This project explores how Fair Trade and organic farming can contribute to the 

compatibility of poverty reduction—betterment in small farmers’ livelihoods—with 

environmental conservation.  I conducted two case studies respectively focusing on an 

association of small cotton producers in India and a cooperative consisting of former 

sugarcane plantation workers in the Philippines; both had obtained or were pursuing Fair 

Trade and organic certifications.  Primary data were collected through long-term 

fieldwork in each of the sites.  In the former case, under the prevalence of genetically 

modified (GM) seeds, the two certifications did not release disadvantaged southern small 

farmers from the existing agrarian capitalism but rather paradoxically led farmers into 

another form of agrarian capitalism.  In the latter case, the two certifications helped 

former plantation workers become successful land reform beneficiaries and improve their 

livelihoods.  This research project significantly sheds light on the meaning of Fair 

Trade–organic double certification and specific contexts on which the compatibility of 

poverty reduction with environmental conservation depends. 
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１．研究開始当初の背景 

貧困削減と環境保全は、21 世紀の世界をよ
りよいものにするため世界の国々が採択し
た「国連ミレニアム開発目標 (Millennium 

Development Goals)の８項目のうちの２項
目だが、社会科学の開発研究、とりわけ発展
途上国の農村開発に係る研究において、この
二つの課題を同時に分析するための枠組み
の欠如が根本的な問題として指摘されてい
る。貧困削減と環境保全をいかに両立させる
かという問いに答えることは、次に示す二つ
の通説を転換させる代替理論を構築するこ
とと考える。 

まず、一つめの通説、すなわち貧困が環境
务化を助長し、環境务化がさらに貧困を加速
するという悪循環に対して、環境保全が貧困
削減に寄与し、所得の向上が環境保全への投
資を促進するという好循環を作ることが必
要となる。この悪循環を好循環へ変換させる
媒介役として、本研究はグローバリゼーショ
ンに着目する。 

しかし、二つめの通説は、グローバリゼー
ションが発展途上国の農村部の貧困と環境
务化を助長するというものである。この通説
に対して、グローバリゼーションが環境保全
と貧困削減に寄与するという代替的な作用
が必要となる。 

ここで媒介役として取り上げるグローバ
リゼーションは、有機農業とフェアトレード
という二つのグローバルな社会運動である。
有機農業は、化学物質を使用せずに生物多様
性や土壌本来の機能を引き出す農法である。
土壌务化の改善を望む生産者とより健全な
生産物を望む消費者を結ぶ環境運動は先進
国から始まったが、先進国における有機作物
への需要拡大は、化学肥料や農薬を購入でき
ず結果として有機農業を営んできた発展途
上国の貧しい小規模農民に新たな収入獲得
機会を提供することとなった。一方、フェア
トレードは、倫理観の強い先進国の消費者が
発展途上国の農民の生産した作物（主に、コ
ーヒー、紅茶、カカオ等）を一般市場価格よ
りも高い価格で買い上げ、中間業者に搾取さ
れやすい生産者に有利な交易条件を提供す
る社会運動である。フェアトレードから恩恵
を受ける生産者には、民主的な農民組合の運
営、児童労働の禁止などの条件に加え、有機
的もしくは環境に配慮した生産体系が条件
の一つとして求められる。 

 

２．研究の目的 

有機農業とフェアトレードには二つの共
通点がある。一つは、共に、自力ではグロ
ーバリゼーションの恩恵を受けられない発

展途上国の貧しい農民を、国際マーケティ
ングの支援という、別の形のグローバリゼ
ーションを利用することによって豊かにす
る試みである。二つめは、収入向上という
「目的」のために環境保全活動という「手
段」が用いられている点である。ここから、
グローバル・マーケティングを利用するこ
とによって、環境保全と貧困削減の間に「手
段・目的関係」が生まれ、この関係が両課
題の同時実現に有効な枠組みになり得るの
ではないか、と着想した。この理論的な概
念を、アジアの農村における複数の事例研
究を通じて実証的な概念へ高めることが本
研究の目的である。 

 

３．研究の方法 

(1) 作業仮説の設定：本プロジェクト以前の
研究成果に基づく。 

(2) 作業仮説の修正・追加：本研究で新たに
加えるグローバル・マーケティング・チ
ェーンの要素について文献サーベイを行
い、(1)の作業仮説を修正する。 

(3) インド現地調査：アンドラプラデシュ州
の綿花栽培地域にて、予備調査（約１週
間）、本格調査（約１か月間）を実施。調
査対象は、フェアトレード認証済みで有
機認証の取得を目指して有機へ転換中の
小農組合。 

(4) フィリピン現地調査：ネグロス島・サト
ウキビ栽培地域にて、予備調査（約１週
間）、本格調査（約１か月間）を実施。調
査対象は、元サトウキビ農園労働者によ
って組織された協同組合。 

(5) インド、フィリピン各事例から①フェア
トレード・有機認証が各々単独で果たし
ている役割、②二つが組み合わさること
によるインパクトを明らかにする。 

(6) 両事例の比較考察により、異なる役割の
背景にあるコンテクストに注目し、フェ
アトレード・有機認証が貧困削減と環境
保全のために果たし得る役割を理論化す
る。 

 
４．研究成果 
(1) インドの事例研究 

インド・アンドラプラデシュ州の小農組合
が綿花の将来的な輸出に向けてフェアトレ
ード・有機認証の取得を目指す過程で、両認
証は共に遺伝子組み換え種子（GMO）の利用
に反対しているにもかかわらず、皮肉にも
GMO の普及に加担してしまう事実が明らかに
なった。フェアトレードに内在する貧困削減
（生産者支援）と環境保全のディレンマが
GMO に入り込むすきを与えたと言える。 



本事例は、フェアトレード・有機農業が既
存の agrarian capitalism から小農を解放し
ようとする力よりも、GMO が新たな agrarian 
capitalism に小農を巻き込もうとする力の
方が数段に強いことを示唆する。 
(2) フィリピンの事例研究 

フィリピン・ネグロス島の元農園労働者に
よって組織される協同組合の共同耕地にお
けるサトウキビ有機栽培及び加工された砂
糖製品の海外市場への輸出は、有機認証が小
農のために活用された数少ない成功例であ
る。有機への転換が農地改革、すなわち農地
の取得とほぼ同時に共有地で開始されたこ
と、そして開始直後から海外の市場とつなが
ったことが成功の要因と言える。また、農地
取得料の支払いのため生計多様化を図るこ
とが組合員には不可欠だが、サトウキビ栽培
の共同経営とフェアトレード市場から還元
されるプレミアムが農業と非農業活動の両
立を可能にしたことも明らかになった。 

本事例は、フェアトレード・有機農業が農
地改革の受益者のために果たし得る役割と
もに、発展途上国の農村部で農民の生計多様
化（非農業部門の拡大、出稼ぎ等）が進行す
る下でもフェアトレード・有機認証が機能す
ることを示唆する。 

(3) 社会科学の開発研究においてフェアトレ
ード、有機農業は近年注目度が高まっている
テーマだが、各々単独で論じられるか、ある
いは双方が合わさることを当たり前のよう
に見なす研究が主流だった。そのような中で、
本研究が「ダブル認証」の意味に焦点を当て
た初めての研究として同分野の発展に貢献
できたことが第一の成果である。 

(4) フェアトレード、有機農業において共に、
理論的には、環境保全と貧困削減の「手段・
目的関係」が成立するはずだが、現実の農村
部では、両認証を取り巻く固有のコンテクス
トに大きな影響を受ける。上述の通り、特定
のコンテクストにおいては、同「手段・目的
関係」が成立するが、別のコンテクストでは、
単独の認証よりもダブル認証によって同「手
段・目的関係」が逆に弱まってしまうという
ことが明らかになった。「手段・目的関係」
が成立する場合、成立しない場合各々のコン
テクストのパターンをいくつか抽出できた
ことが第二の成果である。（しかし、すべて
のパターンを把握したとは言えないので、今
後の研究の継続が必要である。） 

(5) 「緑の革命」に続く新たな農業のイノベ
ーションとして知られる遺伝子組み換え種
子(GMO)は社会科学においても注目を集め
るテーマとなってきている中、GMO とフェ
アトレード、有機農業との相互関係に着目し、
GMO の社会科学的研究に新しい視点を提示
したことが第三の成果である。 

(6) 発展途上国、とりわけアジア、ラテンア

メリカの農村部で、急速に農業部門から非農
業部門への移行が進んでいる。この農村変容
に対し農業振興のためのフェアトレード・有
機認証がどのような影響を与えるかという
新たな視座を開発研究、地域研究に持ち込ん
だことが第四の成果である。 

(7) 第五の成果として、「北」の有機農業に
ついての中心的な言説とされる Guthman[注
１]の conventionalization thesis を「南」の
有機農業に応用し、人文地理学理論（とりわ
け農村地理学、ポリティカル・エコロジー）
の新たな発展の可能性を示したことが挙げ
られる。 

[ 注 １ ]Guthman, J. 2004. Agrarian 

Dreams: The Paradox of Organic Farming 

in California. Berkeley, CA: University of 

California Press. 
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